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ヒトやマウスなどの哺乳類の体は、着床前胚（後
期胚盤胞）に存在するエピブラストという多能性細
胞の組織から作られる。エピブラストは約10個の
細胞しかなく、少数の細胞が体全体を作るため、全
ての細胞が高い品質を持つことが重要と考えられる。
我々は最近、エピブラストが前駆細胞（内部細胞塊）
から作られる過程では、一時的に様々な分化状態

（遺伝子発現レベル）の細胞が作られるが、細胞競合
という細胞同士の相互作用により、分化が不完全で
多能性遺伝子の発現が低い細胞を細胞死で排除する
品質管理機構が働くことで、高品質な細胞のみから
なるエピブラストが作られることを見出した。

本研究の特徴は、我々が見出した、胚が有する多
能性細胞形成時の品質管理能力に注目し、その仕組
みを明らかにする点にある。

特徴・独自性

着床前胚に作られるエピブラストは、胚性幹細胞（ES
細胞）の起源であり、ES細胞や誘導多能性幹細胞（iPS
細胞）と同様の多能性を持つ。ES細胞やiPS細胞の品質
にばらつきが生じやすく、その品質管理に多くの労力を
割いている。胚が発生過程で使用している細胞競合に
よる品質管理の仕組みを解明できれば、その仕組みを
活性化させる薬剤の開発などを通して、ES/iPS細胞形
成時に細胞自身に品質管理を行わせることで、高品質な
細胞を簡便に選別することが可能になると考えられる。

研究の先に見据えるビジョン
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図１.着床前マウス胚（後期胚盤胞）の形と組織
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図２.着床前胚が高品質な多能性細胞（エピブラスト）を
作るしくみ
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